
別記様式12号
佐世保警察署協議会第４回会議議事概要

日 時 令和４年10月12日 水曜日 晴天 14時00分～15時30分

場 所 佐世保警察署４階講堂

出 席 者 １ 協議会
森会長 園田委員 浦委員 笹川委員 望月委員 坂井委員
山縣委員 増田委員

２ 警察署
荒木署長 中江副署長 御厨警務課長 渡辺生活安全課長
松石交通課長

３ 書 記
警務係長

会議の状況 １ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について
署長から、前回協議会における提出意見に対する推進状況につい

て、次のとおり説明があった。
(1) 高齢者に特化したニセ電話詐欺抑止対策の推進
ア 高齢者に対する防犯講話の実施
イ 交通少年団による高齢者宅訪問活動
ウ 高齢者世帯に対する自動通話録音機の貸出し
エ 行政、民間企業と連携した広報啓発活動
(ｱ) 行政と連携した広報
(ｲ) 民間企業と連携した広報

オ 生活安全ニュース、ミニ広報紙による被害防止広報
(ｱ) 生活安全ニュース等による広報
(ｲ) ミニ広報紙による広報

カ ニセ電話詐欺被害未然防止者に対する感謝状贈呈
キ 高齢者安全安心アドバイザー事業所に対する広報
ク 広報チラシの配布
ケ ホームページへの掲載
コ 地域課員によるニセ電話詐欺被害防止街頭活動

(2) 高齢者に特化した交通事故抑止対策の推進
ア 街頭活動の強化
(ｱ) 街頭監視・レッド走行
(ｲ) 交通指導取締り

イ 交通安全講話の実施
ウ 広報啓発活動の実施
(ｱ) 街頭キャンペーン
(ｲ) 各種広報媒体の活用

エ 高齢者宅訪問活動の実施

２ 令和４年７月から９月まで業務重点推進結果について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 総合的な犯罪抑止対策の推進
ア 防犯功労者に対する表彰
イ ＦＭさせぼにおける広報の実施
ウ 子供を犯罪被害等から守る対策
(ｱ) 小学校、幼稚園における不審者侵入訓練、防犯講話の実施
(ｲ) 車内放置事案防止に関する啓発について

エ 少年非行防止対策
(ｱ) キャンペーンの実施



(ｲ) ケーブルテレビでの広報啓発
(ｳ) 薬物乱用防止教室の開催

(2) 水難事故防止対策の推進
ア 白浜海水浴場の警戒
イ 海上保安庁との合同パトロールの実施

(3) ニセ電話詐欺（特殊詐欺）事件の検挙推進
(4) 高齢者による交通事故抑止対策の推進
(5) 台風期における大規模災害への的確な対処の推進
(6) 外国人犯罪対策の推進
ア 管理者対策の実施
イ 講話の実施

(7) 将来の長崎県警察を担う優秀な人材確保活動の推進
ア 受験希望者に向けた人材確保活動
イ 将来に向けた人材確保活動
ウ 過去の受験生に対する勧奨活動
エ 各種広報の実施
(ｱ) ポスターの掲示、チラシの配架
(ｲ) ＳＮＳを利用した情報発信

３ 令和４年10月から12月までの業務重点推進計画について
副署長から、次のとおり説明があった。

(1) 総合的な犯罪抑止対策の推進
(2) 飲酒運転根絶対策の推進
(3) 凶悪事件などを含めた事件検挙の推進
(4) インターネット環境を悪用した詐欺事件の検挙推進
(5) 大規模自然災害等緊急事態への的確な対処
(6) 各種イベントにおける雑踏事故防止対策の徹底
(7) 国際テロ対策の推進
(8) 犯罪被害者支援の推進

提 出 意 見 １ 総合的な犯罪抑止対策の推進
年末にはボーナスが支給されることや子供の冬休みなど犯罪の

増加が予想される。また、休みが増えることでインターネットを
利用する機会も多くなり、詐欺被害の増加も懸念される。
そこで、関係機関と情報を共有して連携を図りながら、ニセ電

話詐欺をはじめとする総合的な犯罪抑止対策を推進してもらいた
い。

２ 飲酒運転根絶対策の推進
年末年始は、忘年会など飲酒の機会が増えることから、飲酒運

転根絶対策を推進してもらいたい。また、対策の推進に当たって
は飲酒運転をさせない環境づくりにも配意していただきたい。


